
明
治
二
十
年
秋
、
広
島
か
ら
上
京
し
た
富
士
川
勝
は
た
だ
ち
に
中
外
医
事
新
報
社
に
入
社
し
て
、
そ
の
雑
誌
の
編
集
に
携
っ
た
。
彼
の
医
学

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
躍
が
こ
こ
に
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
『
中
外
医
事
新
報
』
は
明
治
十
三
年
一
月
に
、
当
時
、
東
京
市
神
田

区
東
松
下
町
で
開
業
し
て
い
た
原
田
貞
吉
が
創
刊
し
た
雑
誌
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
き
、
明
治
十
年
に
太
田
雄
寧
が
創
刊
し
た
『
東
京
医
事
新
誌
』
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
我
邦
に
お
け
る
近
代
的
な
意
味
で
の
最
初

の
医
学
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
太
田
が
嘗
て
米
国
に
留
学
し
た
関
係
か
ら
、
こ
れ
は
英
米
医
学
の
系
統
を
引
い
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
翌
明

治
十
一
年
に
は
田
代
基
徳
の
主
幹
す
る
『
医
事
新
聞
』
が
出
た
が
、
こ
れ
は
臨
床
紀
聞
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
当
時
の

我
邦
で
勃
興
の
気
運
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
系
医
学
を
背
景
と
し
て
、
明
治
十
三
年
一
月
に
原
田
貞
吉
が
創
刊
し
た
の
が
『
中
外
医
事
新
報
』
で
あ

っ
た
が
、
原
田
は
最
初
こ
の
雑
誌
を
、
嘗
て
緒
方
惟
準
の
適
塾
で
同
窓
だ
っ
た
高
木
友
枝
や
湯
目
補
隆
と
と
も
に
編
集
し
て
い
た
。
し
か
し
、

や
が
て
湯
目
は
退
社
し
、
高
木
も
明
治
十
八
年
に
福
井
県
病
院
長
と
な
っ
て
赴
任
し
た
の
で
、
そ
の
後
は
原
田
が
ひ
と
り
で
こ
の
雑
誌
を
経

っ
た
が
、
原
田
は
最
初
こ
の
雑
誌
製

や
が
て
湯
目
は
退
社
し
、
高
木
も
叩

営
、
編
集
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
富
士
川
勝
が
広
島
工

が
、

こ
ろ
で
、
富
士
川
勝
が
広
島
か
ら
上
京
し
て
、
中
外
医
事
新
報
社
に
入
社
し
た
の
は
、
前
述
の
通
り
、
明
治
二
十
年
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た

こ
れ
よ
り
先
き
、
富
士
川
は
郷
里
の
広
島
医
学
校
在
学
中
に
、
「
医
語
ヲ
一
定
ス
ル
ノ
議
」
と
い
う
論
文
を
草
し
て
、
こ
れ
を
『
中
外
医

富
士
川
勝
と
雑
誌

報
罐
華
蟻
霧
一
弄
篭
第
澆
平
成
二
年
十
二
月
一
日
受
付

富
士

川

英
郎
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後
、
太
平
洋
戦
争
が
熾
烈
ル

誌
』
が
戦
後
に
復
刊
さ
れ
上

行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

翌
明
治
二
十
一
年
か
ら
『
中
外
医
事
新
報
』
は
そ
の
形
を
大
き
く
し
て
、
内
容
も
著
し
く
改
良
さ
れ
、
発
行
部
数
も
二
千
部
を
超
え
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
富
士
川
は
そ
の
編
集
主
任
と
し
て
、
こ
の
雑
誌
を
主
宰
し
た
。
ま
た
、
富
士
川
が
医
史
学
の
研
究
を
本
格
的
に
や
り
は
じ
め
た

の
は
明
治
二
十
三
、
四
年
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
か
ら
富
士
川
は
『
中
外
医
事
新
報
」
に
「
史
談
」
欄
を
設
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
医

人
伝
な
ど
を
連
載
し
た
。
呉
秀
三
の
医
史
学
に
関
す
る
論
考
も
ま
た
こ
の
欄
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

大
正
六
年
七
月
に
至
っ
て
、
原
田
貞
吉
が
隠
退
し
て
、
そ
の
経
営
し
て
い
た
中
外
医
事
新
報
社
は
、
富
士
川
勝
、
藤
井
秀
旭
、
竹
内
薫
兵
、

小
田
平
義
の
四
人
が
代
っ
て
経
営
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
昭
和
二
年
十
一
月
に
富
士
川
の
主
唱
に
よ
っ
て
日
本
医
史
学
会
が
創
立

さ
れ
る
と
、
『
中
外
医
事
新
報
』
は
翌
昭
和
三
年
一
月
か
ら
そ
の
機
関
誌
と
し
て
、
当
時
の
我
邦
に
お
け
る
唯
一
の
医
史
学
専
門
の
雑
誌
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
誌
名
は
依
然
と
し
て
『
中
外
医
事
新
報
」
と
称
し
つ
づ
け
た
が
、
こ
れ
は
富
士
川
が
こ
の
誌
名
、
も
し
く
は
こ

の
雑
誌
の
過
去
の
歴
史
と
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
。
富
士
川
は
昭
和
十
五
年
十
一
月
六
日
に
没
し
、

『
中
外
医
事
新
報
』
は
翌
昭
和
十
六
年
一
月
か
ら
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
と
改
称
さ
れ
て
、
そ
の
内
容
に
適
応
し
た
表
題
を
持
っ
た
が
、
そ
の

後
、
太
平
洋
戦
争
が
熾
烈
化
す
る
情
勢
の
う
ち
で
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
号
を
最
後
と
し
て
、
廃
刊
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
が
戦
後
に
復
刊
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
九
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
、
こ
の
雑
誌
は
こ
ん
に
ち
に
至
る
ま
で
連
綿
と
し
て
発

事
新
報
』
第
九
十
五
号
（
明
治
十
七
年
三
月
十
日
）
に
投
稿
し
た
り
、
翌
明
治
十
八
年
三
月
の
同
誌
に
「
生
卵
に
対
す
る
特
異
素
因
」
を
掲
載

し
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
眞
野
文
と
い
う
人
と
数
回
に
わ
た
っ
て
論
争
し
た
り
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
、
広
島
に
い
た
富
士
川
と

東
京
の
『
中
外
医
事
新
報
』
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
や
が
て
彼
は
明
治
二
十
年
秋
に
上
京
す
る
と
た
だ
ち
に

中
外
医
事
新
報
社
に
入
っ
て
、
そ
の
社
員
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
た
ぶ
ん
富
士
川
の
才
能
を
認
め
た
原
田
貞
吉
の
招
き
に
よ
っ
た
こ
と
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

翌
明
治
一
宗

明
治
二
十
年
秋
に
上
京
し
た
富
士
川
が
た
だ
ち
に
中
外
医
事
新
報
社
に
入
っ
て
、
雑
誌
の
編
集
に
従
事
し
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
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る
が
、
彼
は
そ
の
傍
ら
明
治
二
十
二
年
に
別
に
二
種
の
医
学
雑
誌
を
創
刊
し
て
、
こ
れ
を
主
宰
し
た
。
そ
の
第
一
は
同
年
二
月
に
創
刊
さ
れ
た

『
普
通
衛
生
雑
誌
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
が
松
田
堅
道
と
ふ
た
り
で
編
集
し
た
雑
誌
で
、
松
田
堅
道
は
備
前
の
人
で
あ
る
が
、
富
士
川
は
彼
と

お
そ
ら
く
中
外
医
事
新
報
社
に
お
い
て
識
り
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
普
通
衛
生
雑
誌
』
の
創
刊
号
に
は
、
「
新
刊
二
就
テ
謹
デ
読
者
諸
君
二
告

グ
」
と
い
う
文
章
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
に

ト
ウ
ゲ
ン

ハ
ク
テ
ッ
ジ
ソ
シ
ユ

ス
イ
ム
カ
ク
ハ

ヒ
キ
タ
テ

「
ソ
モ
盈
々
、
三
千
年
來
桃
源
ノ
ー
小
天
地
二
潜
ミ
タ
ル
吾
人
同
胞
カ
ー
タ
ビ
白
哲
人
種
ノ
タ
メ
ニ
睡
夢
ヲ
攪
破
セ
ラ
レ
次
テ
其
鼓
勵

セ
イ
ド

ヲ
受
ケ
テ
ョ
リ
、
競
フ
テ
其
學
動
、
衣
服
、
語
言
、
機
器
等
ヲ
習
上
、
上
〈
制
度
ヨ
リ
下
〈
風
俗
二
至
ル
マ
デ
、
悉
ク
皆
西
洋
二
是
レ
則

ヤ
ヤ

ル
。
此
二
因
テ
、
學
藝
ノ
進
歩
復
タ
前
日
ノ
比
ニ
ァ
ラ
ズ
。
一
般
ノ
人
民
モ
亦
聰
明
才
能
ヲ
加
へ
、
従
テ
衞
生
ノ
思
想
較
発
達
シ
人
を
生

ネ
ウ
チ

カ
タ
ム
キ

命
ノ
債
値
ヲ
知
り
、
病
ヲ
避
ヶ
身
ヲ
養
フ
ニ
志
ス
ノ
傾
向
ア
リ
。
之
し
大
二
国
家
ノ
タ
メ
ニ
慶
賀
ス
ヘ
キ
可
ナ
リ
。
但
惜
ム
ラ
ク
ハ
一
般

ヤ
シ
ナ
ヒ
ソ
ダ
テ
ル

公
衆
ヲ
シ
テ
衞
生
ノ
方
術
ヲ
暁
ラ
シ
ム
ル
ノ
機
関
二
乏
シ
ク
、
爲
二
衞
生
ノ
思
想
ヲ
酒
養
発
達
ス
ル
ニ
苦
シ
ム
ノ
嘆
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
我

ナ
ル
タ
ケ

倍
之
ヲ
憾
ム
可
久
シ
◎
今
ャ
、
時
到
り
機
熟
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
妓
二
普
通
衞
生
雑
誌
ヲ
刊
行
シ
、
可
成
的
平
易
ノ
文
章
ヲ
用
上
衞
生
ノ
學
理

ト
實
験
ト
ー
関
ス
ル
可
ヲ
一
般
公
衆
ノ
耳
目
ニ
達
セ
シ
メ
ン
ト
ス
」

と
い
う
一
節
が
あ
っ
て
、
こ
の
雑
誌
発
行
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
『
普
通
衞
生
雑
誌
』
は
、
前
述
の
通
り
、
明
治
二
十
二
年
二

月
に
創
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
翌
二
十
三
年
十
二
月
号
を
以
て
廃
刊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

富
士
川
が
明
治
二
十
二
年
に
創
刊
し
た
第
二
の
雑
誌
は
『
私
立
奨
進
医
会
雑
誌
』
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
明
治
二
十
二
年
四
月
に
第
一
号
を

す
す
ぐ

出
し
、
同
二
十
四
年
十
二
月
号
を
以
て
廃
刊
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
私
立
奨
進
医
会
は
は
じ
め
富
士
川
溝
の
父
雪
が
広
島
県
安
佐
郡
安
村
に

お
い
て
開
業
す
る
傍
ら
、
明
治
九
年
七
月
に
近
隣
の
同
業
者
た
ち
を
糾
合
し
て
組
織
し
た
会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
会
員
た
ち
が
定
期
的
に
集
っ

て
、
東
京
で
出
て
い
た
数
種
の
医
学
雑
誌
を
読
象
あ
い
な
が
ら
互
に
医
学
的
知
識
の
増
進
を
計
る
の
を
目
的
と
し
た
会
で
あ
っ
た
が
、
勝
は
上

京
す
る
と
と
も
に
こ
の
会
を
東
京
に
移
し
、
や
が
て
そ
の
機
関
誌
と
し
て
『
私
立
奨
進
医
会
雑
誌
』
を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。
東
京
に
移
さ
れ

た
私
立
奨
進
医
会
は
は
じ
め
そ
の
会
員
の
数
も
少
く
、
藤
根
常
吉
、
松
田
堅
道
、
鼓
四
郎
な
ど
、
富
士
川
が
中
外
医
事
新
報
社
で
識
り
あ
っ
た

49 （49）



人
灸
に
限
ら
れ
て
い
た
が
壷
や
が
て
呉
秀
三
、
土
肥
慶
蔵
、
井
上
通
泰
、
高
田
峅
安
な
ど
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
こ
の
会
は
次
第
に
そ
の
規
模
を

拡
大
し
て
、
そ
の
基
礎
を
固
め
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

『
私
立
奨
進
医
会
雑
誌
』
が
廃
刊
さ
れ
た
の
ち
、
富
士
川
は
明
治
二
十
六
年
五
月
に
、
同
会
の
新
し
い
機
関
誌
と
し
て
『
医
談
』
を
創
刊
し

た
。
明
治
二
十
六
年
五
月
十
九
日
に
そ
の
第
一
回
編
集
会
議
が
あ
っ
て
、
呉
秀
三
、
村
上
庄
太
、
水
野
悦
造
、
高
比
良
養
次
郎
、
藤
根
常
吉
、

富
士
川
勝
の
六
名
が
集
っ
た
が
、
『
医
談
』
は
そ
の
記
事
を
医
道
、
医
説
、
医
方
、
医
範
、
医
話
、
医
議
、
医
事
等
の
項
目
に
分
っ
て
掲
載
し
、

「
医
ノ
風
紀
ヲ
保
持
セ
ン
コ
ト
」
を
そ
の
主
な
目
的
と
す
る
奨
進
医
会
の
主
義
に
適
し
た
論
説
を
多
く
載
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
号
を

重
ね
る
に
従
っ
て
、
次
第
に
医
学
史
に
関
す
る
講
演
筆
記
や
論
文
の
類
が
多
く
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
例
え
ば
長
與
専
斎
「
大
村
藩
種
痘

の
話
」
や
大
澤
謙
二
「
我
邦
二
於
ケ
ル
生
理
学
発
達
ノ
梗
概
」
、
田
口
和
美
「
徳
川
氏
の
末
世
に
於
け
る
解
剖
に
就
て
」
、
和
田
英
松
「
庖
瘡
の

流
行
と
皇
室
」
な
ど
は
、
そ
の
う
ち
の
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
富
士
川
自
身
も
、
「
先
哲
相
傳
」
「
蘭
東
事
始
」
「
麻
酔
法
発
明

史
略
」
「
古
印
度
の
医
学
」
「
日
本
ノ
医
事
二
干
渉
セ
ル
西
洋
医
家
ノ
事
跡
ヲ
記
ス
」
「
本
朝
古
医
書
考
」
「
我
邦
に
於
け
る
西
洋
医
学
の
起
原
に

就
て
」
「
医
史
学
ノ
梗
概
」
「
後
藤
艮
山
」
な
ど
を
こ
の
雑
誌
に
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
『
医
談
』
は
明
治
四
十
一
年
十
一
月
に
第
百
十
四
、
五
合
併
号
を
出
し
て
廃
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
継
誌
と
し
て
翌
四
十
二
年
八
月
か

ら
『
刀
圭
新
報
』
が
装
を
新
た
に
し
て
、
同
じ
く
奨
進
医
会
を
母
胎
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
古
川
明
氏
の
示
教
に
よ
れ
ば
、
『
刀
圭
新
報
』
の

表
紙
絵
は
ダ
｝
三
ル
・
ル
・
ク
レ
ル
ク
の
『
医
学
史
』
ｅ
画
昌
の
旨
①
Ｑ
日
。
韓
国
§
胃
号
昌
脚
昌
匙
冒
昌
①
》
扇
忠
）
の
扉
絵
か
ら
と
っ
た
も
の

で
、
中
央
に
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
像
が
画
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
を
『
刀
圭
新
報
』
の
表
紙
に
選
ん
だ
の
は
富
士
川
か
、
或
は
岡
崎
桂

一
郎
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
『
日
本
米
食
史
』
の
著
者
岡
崎
桂
一
郎
は
早
く
か
ら
富
士
川
と
識
り
あ
い
、
明
治
二
十
八
年
頃
か
ら
奨
進
医

会
の
幹
事
の
う
ち
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
が
、
『
刀
圭
新
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
主
幹
と
な
っ
て
、
編
集
委
員
た
る
富
士
川
勝
、
福

井
信
敏
、
尼
子
四
郎
、
藤
根
常
吉
と
と
も
に
、
こ
の
雑
誌
の
編
集
を
司
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

『
刀
圭
新
報
』
に
は
医
人
道
義
、
医
家
経
済
、
社
会
医
学
、
医
事
法
制
、
医
師
の
権
利
義
務
等
の
問
題
に
関
す
る
諸
家
の
論
説
が
多
く
載
せ
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ら
れ
た
が
、
富
士
川
の
執
筆
し
た
も
の
に
は
、
「
医
人
ノ
地
位
及
ビ
社
会
的
関
係
」
「
医
師
地
位
問
題
ノ
ー
、
二
」
「
医
師
ノ
報
酬
」
「
医
術
過
誤
」

「
医
業
ト
無
報
酬
」
「
貧
病
者
ノ
施
療
ノ
義
務
」
「
臨
躰
医
学
卜
公
衆
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
雑
誌
の
明
治
四
十
三
年
一
月
号
か
ら
は
毎

号
そ
の
巻
頭
に
奨
進
医
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
医
筬
」
十
五
則
が
一
則
ず
つ
、
そ
の
例
証
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
た
り
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト

の
『
医
戒
』
の
ド
イ
ツ
語
の
原
文
が
そ
の
杉
田
成
卿
に
よ
る
訳
文
と
と
も
に
連
載
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

だ
が
、
一
方
で
、
こ
の
『
刀
圭
新
報
』
に
も
医
学
史
に
関
す
る
論
考
や
資
料
な
ど
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
富
士

川
は
「
医
心
方
」
「
蘭
学
創
始
」
「
其
角
句
中
の
医
学
」
「
奈
須
柳
村
先
生
」
「
洋
医
小
史
」
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
医
人
伝
を
執
筆
し
た

が
、
岡
崎
桂
一
郎
の
「
元
緑
、
享
保
頃
ノ
加
賀
藩
ノ
儒
医
」
や
「
儒
医
ノ
藝
苑
叢
話
」
な
ど
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
因
み
に
こ
の

『
刀
圭
新
報
』
は
大
正
八
年
十
一
月
号
を
以
て
廃
刊
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
話
は
少
し
前
に
も
ど
る
が
、
明
治
二
十
九
年
五
月
に
富
士
川
は
呉
秀
三
、
尼
子
四
郎
、
三
宅
良
一
と
と
も
に
藝
備
医
学
会
を
組

織
し
て
、
同
年
六
月
に
そ
の
機
関
誌
『
藝
備
医
事
』
を
創
刊
し
た
。
こ
の
藝
備
医
学
会
は
、
広
島
県
の
医
事
を
促
進
し
、
「
医
家
た
る
も
の
の
人

物
を
養
成
す
る
こ
と
」
を
主
な
目
的
と
し
た
学
会
で
、
そ
の
趣
旨
は
富
士
川
が
の
ち
に
語
っ
た
次
の
よ
う
な
言
葉
の
う
ち
に
明
ら
か
で
あ
る
。

「
明
治
二
十
九
年
頃
に
は
東
京
医
学
会
、
成
医
会
、
国
政
医
学
会
を
始
め
と
し
て
既
に
多
く
の
医
学
会
が
創
設
せ
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
す
べ
て
医
学
の
進
歩
を
謀
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
ま
し
た
。
我
が
藝
備
医
学
会
は
固
よ
り
さ
う
い
ふ
意
味
の
学

会
で
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
に
対
立
し
て
医
家
た
る
も
の
の
人
物
を
養
成
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
期
図
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
医
科
大
学

も
あ
る
、
各
高
等
学
校
に
医
学
部
も
あ
り
ま
し
て
、
医
家
の
修
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
学
術
は
十
分
に
教
授
せ
ら
れ
て
居
り
ま
し
て
も
、
そ

れ
は
要
す
る
に
医
家
た
る
の
資
格
を
得
る
に
必
要
な
科
目
を
修
む
る
こ
と
だ
け
に
止
ま
っ
て
、
実
際
に
病
め
る
も
の
を
対
象
と
し
て
、
真

に
医
家
た
る
べ
き
人
の
魂
を
育
て
る
と
い
ふ
や
う
な
潤
養
の
方
法
は
考
へ
て
居
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
欠
陥
を
補
ふ
た
め

に
是
非
と
も
新
た
に
学
会
を
興
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
た
私
は
第
一
に
そ
の
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
一
同
も
そ
れ

に
は
賛
成
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
藝
備
医
学
会
の
特
殊
な
目
的
と
す
る
こ
と
に
衆
議
一
決
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
き
て
実
際
に
取
る
べ
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き
方
法
は
種
々
あ
る
べ
き
筈
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
先
賢
古
哲
の
業
緒
を
つ
ぎ
て
更
に
そ
れ
を
恢
弘
す
る
こ
と
を
つ
と
め
る
の
が
、
我
だ

が
自
か
ら
そ
の
心
を
綺
麗
に
し
、
良
き
医
家
と
し
て
世
に
立
つ
こ
と
を
期
図
す
る
た
め
に
捷
径
の
方
法
で
あ
る
と
考
へ
ま
し
た
。
同
じ
道

に
進
む
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
前
な
る
は
後
を
導
き
、
後
な
る
は
前
な
る
に
引
か
れ
て
相
共
に
そ
の
道
を
歩
む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
既
に
医
家
と
な
っ
た
人
も
、
こ
れ
か
ら
医
家
と
な
る
べ
き
学
生
の
人
々
も
共
に
団
結
し
て
相
筒
り
相
扶
け
て
前
賢
古
哲
の
後
を
追
ふ

て
、
切
瑳
琢
磨
す
る
こ
と
が
第
一
緊
要
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
説
い
て
、
毎
会
こ
の
趣
旨
は
強
調
せ
ら
れ
、
機
関
雑
誌
の
記
事
に
は
こ
の

特
殊
な
る
目
的
を
達
す
る
た
め
に
種
食
の
方
面
か
ら
の
材
料
が
載
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
」

明
治
二
十
九
年
六
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
藝
備
医
事
』
に
は
、
実
験
医
学
に
関
す
る
諸
家
の
論
説
も
掲
載
さ
れ
は
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
雑
誌

の
主
な
特
色
は
、
富
士
川
や
呉
秀
三
の
執
筆
し
た
藝
備
出
身
の
医
人
伝
が
数
多
く
載
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
富
士
川
の
没
後
、

昭
和
十
七
年
十
二
月
に
第
五
百
五
十
五
号
を
最
後
と
し
て
廃
刊
さ
れ
た
。

富
士
川
は
明
治
三
十
一
年
四
月
に
東
京
を
立
っ
て
、
渡
欧
の
途
に
の
ぼ
り
、
約
二
年
半
に
わ
た
っ
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
が
、
同
三
十

三
年
九
月
に
帰
国
す
る
と
、
三
十
五
年
四
月
に
『
治
療
新
報
』
を
創
刊
し
た
。
『
治
療
新
報
』
は
日
本
及
び
外
国
の
医
事
新
聞
や
雑
誌
の
類
に

載
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
の
治
療
に
関
す
る
論
説
や
実
験
の
記
事
を
摘
録
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
斬
新
な
治
療
を
紹
介
し
、
報
道
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
富
士
川
は
こ
の
『
治
療
新
報
』
の
創
刊
号
に
先
ず
「
治
療
法
の
略
史
」
を
載
せ
、
つ
い
で
第
二
号
以
下
に
「
虎

列
刺
の
療
法
」
「
震
揺
按
摩
法
」
「
臓
器
療
法
」
「
筋
瘻
麻
質
斯
の
療
法
」
「
吸
入
療
法
」
等
々
を
載
せ
た
が
、
治
療
法
の
研
究
は
富
士
川
が
イ
ェ

ー
ナ
大
学
で
、
マ
ッ
テ
ー
ス
教
授
の
指
導
の
も
と
に
従
事
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
『
治
療
新
報
』
は
大
正
十
五
年
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い

て
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
は
廃
刊
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

富
士
川
が
そ
の
ド
イ
ツ
留
学
中
に
新
し
く
興
味
を
も
っ
た
も
の
に
、
「
児
童
学
」
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
帰
国
後
、
明
治
三
十
五
年
十
二

月
に
高
島
平
三
郎
、
松
本
孝
次
郎
、
塚
原
政
次
ら
と
と
も
に
日
本
児
童
研
究
会
を
創
立
し
て
、
高
島
ら
が
既
に
同
三
十
一
年
か
ら
刊
行
し
て
い

た
『
児
童
研
究
』
を
そ
の
機
関
誌
と
し
た
。
日
本
児
童
研
究
会
は
の
ち
に
日
本
児
童
学
会
と
改
称
さ
れ
た
が
、
富
士
川
は
明
治
四
十
年
か
ら
こ
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の
会
の
幹
事
と
な
っ
て
、
主
と
し
て
児
童
の
精
神
及
び
身
体
の
状
態
を
医
学
的
な
見
地
か
ら
研
究
す
る
こ
と
に
従
事
し
た
。
そ
し
て
そ
の
機
関

誌
『
児
童
研
究
』
の
編
集
も
富
士
川
が
は
じ
め
は
高
島
平
三
郎
と
と
も
に
、
晩
年
に
は
ひ
と
り
で
こ
れ
を
主
宰
し
た
の
で
あ
る
。
『
児
童
研
究
』

は
富
士
川
の
没
後
、
昭
和
十
六
年
中
に
廃
刊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
雑
誌
は
い
ず
れ
も
医
学
と
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
富
士
川
は
こ
れ
以
外
に
、
医
学
と
直
接
の
関
係
の
な
い
雑
誌
も

数
種
、
創
刊
し
て
、
主
宰
し
た
。
そ
の
第
一
は
明
治
三
十
八
年
四
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
人
性
』
で
あ
る
。

『
人
性
』
は
生
物
学
、
人
類
学
、
心
理
学
、
医
学
、
社
会
衛
生
学
、
法
律
学
、
文
化
史
等
を
基
礎
と
し
て
、
人
間
の
身
体
及
び
精
神
の
構
造

と
機
能
を
研
究
し
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
人
間
の
社
会
的
・
精
神
的
な
生
活
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
目
的
を
も
っ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、
富

士
川
は
そ
の
創
刊
号
の
巻
頭
に
「
人
性
」
と
い
う
こ
の
雑
誌
の
発
行
の
趣
旨
を
述
べ
、
人
性
研
究
の
要
綱
を
紹
介
し
た
文
章
を
掲
げ
た
ほ
か
、

「
信
仰
ノ
説
」
「
不
死
論
」
「
鼻
ノ
観
相
二
就
キ
テ
」
「
頭
蓋
ト
賢
愚
」
「
新
井
白
石
先
生
ノ
頭
骨
」
「
偉
人
ノ
体
格
」
「
家
族
病
の
遣
傳
」
「
神
霊
説

二
就
キ
テ
」
「
性
慾
学
ノ
現
状
」
．
元
論
的
宗
教
」
「
理
論
的
一
元
論
」
「
一
元
論
」
な
ど
を
執
筆
し
て
、
こ
れ
を
逐
次
、
こ
の
雑
誌
に
発
表
し

ま
た
、
富
士
川
の
知
友
の
う
ち
で
は
、
片
山
国
嘉
、
呉
秀
三
、
三
浦
謹
之
助
、
下
田
次
郎
、
花
井
卓
蔵
、
高
島
平
三
郎
、
石
川
貞
吉
、
三
宅

鉱
一
、
永
井
潜
、
三
上
義
夫
、
石
橋
臥
波
、
莊
司
秋
次
郎
な
ど
が
、
し
ば
し
ば
こ
の
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
が
、
こ
の
雑
誌
『
人
性
』
は
そ
の

創
刊
当
時
、
一
般
の
読
書
界
に
お
い
て
か
な
り
の
反
響
を
呼
ん
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
『
学
鐙
』
『
神
經
学
雑
誌
』
『
東
京
經
済
雑
誌
』
そ
の
他

に
そ
の
書
評
が
載
っ
た
が
、
内
田
魯
庵
が
主
宰
し
た
丸
善
の
『
学
鐙
」
に
載
っ
た
書
評
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
政
治
宗
教
文
藝
哲
学
等
筍
く
も
人
に
由
り
て
研
究
さ
る
る
者
な
ら
ば
先
づ
研
究
者
た
る
『
人
』
夫
れ
自
身
を
研
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

然
る
に
従
来
総
て
の
科
学
と
哲
学
と
は
久
し
く
相
乖
離
し
た
る
中
に
殊
に
『
人
』
に
関
す
る
研
究
は
心
理
学
及
び
生
理
学
を
中
心
と
し
た

る
哲
学
者
及
び
医
学
者
各
々
一
方
に
介
在
し
て
少
し
も
相
交
渉
せ
ず
。
他
の
宗
教
家
法
律
家
の
如
き
は
『
人
』
の
研
究
の
如
き
は
全
然
医

家
の
任
と
し
て
顧
み
る
処
な
し
。
此
故
に
単
一
な
る
思
想
の
研
究
に
の
ぷ
従
ふ
も
の
は
勢
ひ
自
己
の
独
断
を
旨
と
し
所
謂
様
に
依
て
胡
庫

Ｆ
－
Ｑ
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雑
誌
『
人
性
』
は
の
ち
に
大
正
六
年
、
そ
の
第
十
三
巻
第
一
号
よ
り
富
士
川
勝
、
永
井
潜
、
藤
浪
剛
一
の
三
人
の
主
幹
と
な
っ
た
が
、
翌
大

正
七
年
に
は
廃
刊
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

富
士
川
の
郷
里
広
島
県
は
昔
か
ら
浄
土
真
宗
の
盛
ん
な
土
地
で
、
彼
も
亦
、
若
い
と
き
か
ら
そ
の
信
者
と
な
っ
て
い
た
が
、
彼
が
公
に
宗
教

活
動
を
や
り
は
じ
め
た
の
は
、
大
正
四
年
九
月
、
『
中
央
公
論
』
に
「
親
鴬
上
人
」
を
発
表
し
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
翌
五
年
一
月
に
、

高
楠
順
次
郎
や
藤
岡
勝
二
と
と
も
に
、
親
鴬
上
人
讃
仰
会
を
創
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
親
鴬
上
人
讃
仰
会
は
の
ち
に
正
信
協
会
と
改
称

ほ
う
に

さ
れ
た
が
、
大
正
七
年
二
月
か
ら
そ
の
機
関
誌
と
し
て
「
法
爾
』
を
発
行
し
た
。
そ
し
て
富
士
川
は
そ
の
第
一
号
か
ら
第
十
四
号
に
至
る
ま

で
、
「
親
鴬
上
人
」
を
連
載
し
、
つ
い
で
第
十
六
号
か
ら
第
三
十
二
号
に
至
る
ま
で
、
「
真
実
の
宗
教
」
を
連
載
し
た
が
、
彼
以
外
の
人
た
ち
で

は
、
島
地
大
等
、
妻
木
直
良
、
羽
溪
了
諦
、
金
子
大
榮
、
梅
原
眞
隆
、
柏
原
防
義
、
・
鷲
尾
教
導
、
是
山
惠
覚
、
泉
道
雄
と
い
っ
た
よ
う
な
、
真

宗
関
係
の
当
時
の
著
名
な
仏
教
学
者
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
総
動
員
さ
れ
て
、
こ
の
雑
誌
に
毎
号
の
よ
う
に
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
、
片
山
国
嘉
、

高
島
平
三
郎
、
永
井
潜
、
暉
峻
義
等
と
い
っ
た
よ
う
な
医
学
者
た
ち
の
所
感
も
し
ば
し
ば
こ
れ
に
載
せ
ら
れ
た
が
、
富
士
川
の
晩
年
に
は
『
法

爾
』
は
ほ
と
ん
ど
彼
の
個
人
雑
誌
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
富
士
川
の
没
後
も
こ
の
雑
誌
は
正
信
協
会
の
幹
部
の
人
々
に
よ
っ

鯖
け
と
な
す
」

を
画
く
の
愚
を
繰
返
し
て
少
し
も
怪
ま
ず
。
科
学
者
は
日
に
益
々
研
究
の
微
に
入
っ
て
而
し
て
愈
々
本
源
よ
り
遠
ざ
か
り
て
他
の
思
想
上

の
問
題
の
如
き
は
全
然
空
想
視
す
る
を
常
と
す
。
近
来
此
の
如
く
彼
此
相
乖
離
す
る
弊
寶
は
漸
く
学
者
の
認
む
る
処
と
な
り
て
科
学
者
哲

学
者
の
手
を
携
へ
て
共
に
先
づ
『
人
』
を
研
究
す
る
に
非
ざ
ら
ぱ
到
底
彼
岸
に
達
し
難
き
を
知
り
て
『
人
』
其
物
の
研
究
は
有
ら
ゆ
る
宇

宙
の
問
題
の
中
心
と
な
り
た
り
。
是
れ
実
に
医
学
の
問
題
に
あ
ら
ず
、
哲
学
の
問
題
に
非
ず
、
有
ら
ゆ
る
人
類
の
共
有
問
題
な
り
。
雑
誌

『
人
性
』
は
惟
ふ
に
亦
此
目
的
を
以
て
生
れ
た
る
も
の
乎
。
阿
世
倭
俗
是
れ
専
ら
と
し
只
売
ら
ん
事
を
の
み
欲
す
る
紛
為
た
る
群
雑
誌
中

に
在
り
て
薪
然
一
頭
地
を
抜
け
る
謹
厳
真
蟄
な
る
研
究
的
態
度
を
以
て
生
れ
た
る
此
『
人
性
』
の
如
き
我
が
雑
誌
界
を
し
て
重
か
ら
し
む

る
に
足
る
も
の
、
我
等
は
編
輯
者
ド
ク
ト
ル
富
士
川
勝
氏
に
対
っ
て
深
く
其
業
を
謝
す
る
と
共
に
、
髪
に
将
来
の
成
功
を
期
し
て
以
て
其
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て
刊
行
さ
れ
つ
づ
け
、
赤
松
金
芳
氏
の
示
教
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
九
年
五
月
発
行
の
第
三
百
十
一
号
を
以
て
廃
刊
さ
れ
た
と
い
う
。

ほ
う
ぴ

富
士
川
が
そ
の
編
集
を
主
宰
し
た
最
後
の
雑
誌
は
『
飽
薇
』
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
き
、
在
京
の
広
島
県
人
の
間
に
「
同
好
社
」
と
い
う
一

種
の
社
交
団
体
が
あ
っ
て
、
と
き
お
り
集
会
な
ど
を
催
し
て
い
た
が
、
大
正
十
四
年
一
月
に
そ
の
会
の
規
模
を
拡
張
し
て
、
「
飽
薇
同
好
社
」

と
称
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
雑
誌
『
飽
薇
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
、
そ
の
編
集
を
富
士
川
が
一
任
さ
れ
た
。
飽
薇
と
い
う
の

は
富
士
川
の
命
名
に
よ
る
も
の
で
富
士
川
は
そ
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
安
藝
の
国
名
は
始
め
て
日
本
書
紀
に
見
ゆ
。
素
蓋
鳴
尊
安
藝
国
可
愛
之
川
に
到
る
云
々
の
文
あ
り
、
蕾
事
紀
に
阿
岐
に
作
る
。
共
に
仮

字
に
て
名
義
は
孜
ふ
く
か
ら
ず
、
或
は
い
ふ
、
神
功
皇
后
征
韓
の
時
此
国
に
到
り
給
ひ
、
四
方
の
貢
物
、
飽
き
足
り
、
因
て
飽
国
と
名
づ

け
ら
る
る
と
。
此
説
正
史
に
見
え
ず
、
但
し
ア
キ
と
い
へ
る
は
土
産
飽
き
足
る
の
意
な
る
べ
し
と
い
は
る
。
古
書
に
飽
国
、
秋
津
国
、
安

藝
、
阿
岐
、
阿
藝
な
ど
の
文
字
を
雑
へ
用
ふ
。
後
定
め
て
安
藝
の
字
を
用
ふ
。
字
は
異
な
れ
ど
も
義
は
同
じ
。

備
後
は
も
と
備
前
及
び
備
中
と
併
せ
て
吉
備
と
名
づ
け
ら
る
。
そ
の
吉
備
と
名
づ
け
る
義
考
ふ
く
か
ら
ず
、
こ
れ
を
分
ち
て
前
中
後
の

三
と
せ
る
は
何
れ
の
世
な
り
し
か
詳
な
ら
ず
、
吉
備
の
字
古
の
書
に
或
は
岐
備
、
黄
薇
、
貴
備
、
寸
簸
な
ど
に
作
る
。

今
、
飽
薇
の
二
字
を
籍
て
安
藝
備
後
の
国
名
を
標
し
、
こ
れ
を
以
て
結
社
の
名
に
冠
し
、
又
こ
れ
を
雑
誌
の
題
号
と
す
。
敢
て
奇
を
好

む
に
あ
ら
ず
、
こ
れ
を
古
訓
に
徴
し
て
、
そ
の
称
呼
を
簡
易
と
せ
る
の
み
」

雑
誌
『
飽
薇
』
に
は
諸
家
の
広
島
県
に
関
す
る
論
説
や
史
話
や
随
筆
が
多
く
載
せ
ら
れ
た
が
、
富
士
川
は
そ
の
創
刊
号
に
「
菅
茶
山
先
生
の

医
説
」
と
「
森
枳
園
先
生
」
を
執
筆
し
た
ほ
か
、
つ
づ
い
て
「
安
藝
門
徒
」
「
土
生
玄
碩
先
生
の
頭
骨
」
「
多
賀
庵
風
律
翁
」
「
野
村
雨
莊
先
生
」

「
西
洋
聞
見
録
」
「
生
活
と
迷
信
」
等
を
執
筆
し
た
。
ま
た
、
他
の
人
々
で
は
、
花
井
卓
蔵
、
横
山
雅
男
、
小
麿
狩
元
凱
、
呉
秀
三
、
高
島
平
三

郎
、
眞
田
鶴
松
、
下
田
次
郎
、
浜
野
知
三
郎
、
尼
子
四
郎
等
が
時
お
り
寄
稿
し
て
い
る
。

『
飽
薇
』
は
富
士
川
の
没
後
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
号
を
最
後
と
し
て
、
廃
刊
さ
れ
た
。

、

嘗
て
常
光
浩
然
氏
は
、
「
富
士
川
先
生
は
会
が
非
常
に
お
好
き
で
あ
っ
た
。
先
生
に
若
し
道
楽
と
い
ふ
名
を
つ
け
る
も
の
を
探
し
た
ら
、
そ
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